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条例の制定

意　見　書

教育委員会委員の選任について

特別委員会委員の選任について

敦賀美方消防組合議会議員の選挙について

平成17年度美浜町上水道事業会計決算の認定

　●次の３つの条例が廃止または一部改正されました。
・美浜町給食センター建設基金条例を廃止する条例の
　制定について
　　美浜町給食センターの完成により、建設基金条例  
　が廃止されました。
・美浜町心身障害者医療費の助成に関する条例の一部
　を改正する条例の制定について
　　障害者自立支援法（平成17年法律第123号）の施
　行に伴い、重度の精神障がい者に対する医療費の助
　成等を実施するため、改正されました。
・美浜町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
　制定について
　　健康保険法等の一部を改正する法律(平成18年法
　律第83号)の施行に伴い、関係規定を整備する必要
　があるため、改正されました。

  ●次の２つの意見書を関係行政庁へ提出することに
　  なりました。
・「食料・農業・農村政策に関する要請書」
・「道路整備の促進と道路特定財源の確保に関する
　　意見書」

　美浜町教育委員会委員永井智海氏（佐田）の任期が
平成18年9月30日をもって満了となるため、再任する
ことが議会で同意されました。

・原子力発電所特別委員会委員に欠員が生じたため、
　前田義久議員が選任されました。
・美浜中学校建設特別委員会委員に欠員が生じたた　
　め、兵庫賢一議員が選任されました。

・敦賀美方消防組合議会議員に欠員が生じたため、指
　名推選により竹仲良廣議員が当選されました。

●
研
修
報
告

　

総
務
文
教
常
任
委
員
長　

塩
野 

清
　
　

高
島
市
立
朽
木
西
小
学
校
の

山
村
留
学
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

旧
朽
木
村
の
中
心
地
で
あ
る
市
場
か

ら
約
25
㎞
山
間
地
に
入
っ
た
所
に
学
校

が
あ
り
、
約
90
戸
、
１
９
０
人
の
人
々

が
暮
ら
し
て
い
る
。
地
域
住
民
は
学
校

へ
の
関
心
が
高
く
、
協
力
的
で
ほ
ぼ
全

戸
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
準
会
員
と
し
て
登
録
し
、

学
校
を
支
援
し
て
い
る
。

　

こ
の
小
学
校
の
校
区
は
、
高
齢
化
・

過
疎
化
に
伴
い
児
童
数
の
減
少
が
進

み
、
平
成
11
年
度
末
を
最
後
に
地
元
の

児
童
が
い
な
く
な
り
、
休
校
の
危
機
に

直
面
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
12
年
度

・収益的収支
　事業収益が14 0 , 0 6 5 , 1 9 3円、事業費用が
121,794,601円となり、18,270,592円の経常利益
となりました。
・資本的収支
　消費税を含めた資本的収入が117,517,500円、
消費税を含めた資本的支出が154,957,715円となり
ました。超過支出となっている37,440,215円は過年
度及び当年度分損益勘定留保資金で補填されました。

●
視
察
月
日

　

８
月
29
日(

火)

〜
30
日(

水)

●
参
加
者

　

総
務
文
教
常
任
委
員(

７
人)

（
塩
野 　

清
、
松
田 

う
め
子

　

飯
田 　

豊
、
北
村 　

晋

　

竹
仲 

良
廣
、
兵
庫 

賢
一

　

山
口 

和
治
）

　

辻　

健
一
郎
議
長 

同
行

●
視
察
先

・
高
島
市
立
朽
木
西
小
学
校

・
高
島
市
立
今
津
西
小
学
校

〈
目
的
〉
不
登
校
児
の
受
け
入
れ
状
況

  
お
よ
び
山
村
・
山
里
留
学
に
つ
い
て

・
安
土
町
役
場

〈
目
的
〉
合
併
が
不
調
に
終
わ
り
、  

　

新
た
な
枠
組
み
で
の
市
町
村
合
併
を

　

目
指
し
た
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

総務文教常任委員会
　　　　　　視察研修
総務文教常任委員会
　　　　　　視察研修



－ 13 －

は
全
国
か
ら
募
集
を
行
い
、
8
人
の
児

童
が
入
学
し
、
休
校
を
免
れ
た
。
そ
の

後
、
山
村
留
学
が
定
着
し
現
在
5
人
が

通
学
し
て
い
る
。

　

山
村
留
学
し
て
い
る
児
童
は
、
健
康

上
、
い
じ
め
、
離
婚
、
家
庭
内
暴
力
、

親
の
病
気
な
ど
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

在
籍
児
童
は
大
阪･
京
都･

名
古
屋
か
ら

の
編
入
で
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も
住
所

さ
え
移
転
す
れ
ば
入
学
が
で
き
る
が
、

寮
は
な
い
た
め
保
護
者
と
一
緒
で
な
け

れ
ば
入
学
で
き
な
い
。

　

全
般
的
に
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
に

う
ま
く
と
け
込
み
、
こ
の
地
の
自
然
や

文
化
、
地
域
の
人
々
か
ら
多
く
の
こ
と

を
学
び
、
生
活
の
知
恵
・
生
き
る
力
を

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
身
に
付
け
て

き
て
い
る
。
ま
た
徐
々
に
で
は
あ
る
が

地
域
の
子
ど
も
と
し
て
分
け
隔
て
な
く

認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る　

高
島
市
立
今
津
西
小
学
校
の
山
里
留
学

(

通
学
等)

の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

国
道
３
０
３
号
沿
い
の
福
井
県
と
の

ほ
ぼ
県
境
に
あ
り
、
約
１
２
０
戸
の
人

家
が
あ
る
。
旧
三
谷
村
を
校
区
と
し
て

幾
多
の
統
廃
合
を
経
て
き
た
本
校
で
あ

る
が
、
近
年
の
児
童
数
の
減
少
に
伴
い

山
里
留
学･

通
学
を
受
け
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
現
在
児
童
は
８
人
、
留
学
者

は
３
家
族
で
大
阪
府
・
岐
阜
県
・
埼
玉

県
か
ら
の
家
族
で
あ
る
。
ま
た
、
バ
ス

の
利
便
性
か
ら
学
力
に
自
信
の
な
い
児

童
や
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
陥
多
動
性
障

が
い
）
の
児
童
な
ど
区
域
外
か
ら
も
受

け
入
れ
て
い
る
。

　

こ
の
学
校
の
児
童
数
は
８
人
と
少
な

い
が
、
運
動
場
や
体
育
館
は
広
く
プ
ー

ル
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、
美
浜
の
各
小

学
校
と
大
き
さ
は
同
レ
ベ
ル
で
あ
る
。

恵
ま
れ
た
設
備
の
中
で
少
人
数
の
特
性

を
生
か
し
、
確
か
な
学
力
と
基
礎･

基
本

の
徹
底
を
図
り
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

ま
た
体
験
学
習
や
地
域
の
人
々
と
の
関

わ
り
に
学
ぶ
取
り
組
み
、
他
地
域
の
学

校
と
の
交
流
で
、
積
極
性
を
身
に
つ
け

る
学
習
な
ど
を
行
い
成
果
を
見
て
い
る
。

児
童
受
入
体
制
の

今
後
の
課
題
に
つ
い
て

　

２
校
と
も
里
親
制
度
を
と
っ
て
い
な

い
た
め
、
空
き
家
に
な
っ
て
い
る
家
は

た
く
さ
ん
あ
る
が
、
な
か
な
か
貸
し
て

も
ら
え
ず
、
住
居
が
な
い
た
め
多
く
の

子
ど
も
を
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
の
が
難

点
で
あ
る
。
ま
た
、
留
学
の
保
護
者
同

士
、
地
域
と
保
護
者
な
ど
で
ト
ラ
ブ
ル

が
あ
り
問
題
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　

他
府
県
ば
か
り
の
受
け
入
れ
で
は
、

こ
の
先
い
つ
ま
で
続
く
の
か
不
安
も
あ

る
。
本
来
な
ら
N
P
O
な
ど
で
受
け
入

れ
る
の
が
理
想
だ
と
思
う
が
、
都
会
で

は
そ
う
い
っ
た
団
体
も
あ
る
が
、
田
舎

で
は
無
理
な
よ
う
で
、
今
後
の
課
題
と

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

自
立
を
選
ん
だ
安
土
町
の

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

安
土
町
に
つ
い
て
は
、
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
研
修
し

た
。
滋
賀
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、

総
面
積
24
・
３
㎢
、
人
口
約
１
２
，

５
０
０
人
の
町
で
あ
る
。
平
成
18
年
度

当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
で
37
億
５
，

２
０
０
万
円
、
特
別
会
計
、
水
道
事
業

会
計
を
合
わ
せ
て
72
億
９
，
７
９
５
万

円
。
17
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
る
と
約

５
億
１
千
万
円
の
減
額
予
算
で
あ
る
。

　

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
平
成
14

年
１
月
か
ら
、
３
回
次
々
と
協
議
会
を

設
置
し
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
す
べ
て

う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

当
面
は
合
併
を
し
な
い
た
め
、
今
後
と

も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
行
政
改
革
を
断
行
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
な
た
め
の
取
り
組
み
で
あ

る
。

　

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
①
体
制
づ

く
り
の
見
直
し　

②
給
与
等
の
適
正
化

③
歳
出
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み　

④

歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み　

⑤
住

民
と
行
政
の
協
働
に
向
け
て
の
ま
ち
づ

く
り
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
議
員
提
案
等
に
よ
る
議
会

改
革
に
つ
い
て
は
、
当
町
で
は
す
で

に
改
革
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で

そ
れ
以
外
を
書
く
と
、
議
長
交
際
費
の

縮
減
、
各
常
任
委
員
会
の
会
議
録
の
廃

止
、
県
内
旅
費
日
当
の
廃
止
、
議
員
定

数
の
削
減
（
現
議
員
14
人
か
ら
平
成
19

年
４
月
か
ら
は
10
人
と
な
る
）
。

　

安
土
町
は
、
合
併
を
当
分
は
断
念

し
、
単
独
を
希
望
す
る
町
民
が
６
割
以

上
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
を
踏
ま
え
単

独
で
い
く
こ
と
を
決
断
さ
れ
た
よ
う
だ

が
、
財
政
力
指
数
約
０･

５
、
人
口
約

１
２
，
５
０
０
人
の
町
で
、
本
年
度
の

予
算
を
見
て
も
当
町
の
約
半
分
強
の
予

算
で
あ
る
。
町
の
面
積
等
の
違
い
は
あ

る
と
は
い
え
、
同
じ
よ
う
に
当
面
は
合

併
を
し
な
い
町
の
状
況
の
中
で
、
今
後

は
我
町
も
安
土
町
の
行
政
改
革
の
取
り

組
み
を
参
考
に
し
て
、
改
革
の
推
進
を

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が

多
く
あ
る
と
感
じ
た
次
第
で
あ
る
。
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ大 同　保 氏

 （木 野）

　

老
齢
ま
た
は
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、所
得
税
法
上
、「
雑
所
得
」と

し
て
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

　

年
金
に
係
る
所
得
税
の
計
算
は
、受

給
者
の
方
か
ら
提
出
さ
れ
た「
扶
養
親

族
等
申
告
書
」を
も
と
に
行
い
ま
す
の
で
、

各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、こ
の
申

告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、提
出
期
限
は
、申
告
書
用
紙
に

同
封
の
手
引
き
の
表
紙
に
記
載
し
て
あ

り
ま
す
が
、な
る
べ
く
１１
月
中
の
提
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
課
税
の
対
象
と
な
る
年
金
額
は

・
65
歳
未
満
の
方
は
1
0
8
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
年
額
）以
上

・
65
歳
以
上
の
方
は
1
5
8
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
年
額
）以
上

●
提
出
す
る
際
の
注
意
点

・
目
隠
し
シ
ー
ル
の
同
封

　

個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、表
面

　

の
扶
養
親
族
等
の
氏
名
等
を
裏
面
に

　

記
入
い
た
だ
き
、目
隠
し
シ
ー
ル
を

　

貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

・
扶
養
親
族
等
の
内
訳
に
つ
い
て

　
「
扶
養
親
族
等
の
内
訳
」欄
に
つ
い
て

　

は
、記
入
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０‐

07‐

１
１
６
５

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
津
原
）

☎
32‐

６
７
０
３

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金

ニ
ュ
ー
ス

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

　

『
平
成
19
年
分 

扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は

　
　
　
　
　
　
　

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

年
金
受
給
者
の
皆
さ
ん

　

『
平
成
19
年
分 

扶
養
親
族
等
申
告
書
」
は

　
　
　
　
　
　
　

期
限
ま
で
に
提
出
し
ま
し
ょ
う

　

町
で
は
、
エ
コ
ク
ル
美
方
で
受
入
で

き
な
い
「
家
庭
の
廃
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ

リ
ー
及
び
金
属
製
ご
み
等
」
を
次
の
期

間
に
限
り
受
け
入
れ
ま
す
。

●
受
入
期
間

・
11
月
27
日(

月)

〜
12
月
1
日(

金)

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・
12
月
2
日(

土)

〜
3
日(

日)　
　

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
正
午

●
対
象
物

・
家
庭
の
廃
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー

・
大
型
金
属
製
ご
み

　
（
ト
ラ
ク
タ
ー
、
草
刈
機
等
）　
　

・
家
庭
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
焼
却
炉　

　
（
町
か
ら
補
助
を
受
け
て
購
入
し
た
物
）

●
処
理
料
金

　

対
象
物
ご
と
に
金
額
が
異
な
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
ら
な
い
物

　

リ
サ
イ
ク
ル
対
象
物
に
つ
い
て
は
受
け

入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
対
象

　

テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷
凍
庫
、
洗
濯
機
、

　

エ
ア
コ
ン

・
パ
ソ
コ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
対
象

　

パ
ソ
コ
ン
（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
・
ノ
ー
ト
）

　

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
C
R
T
 ・

液
晶
）

・
２
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
対
象

　

オ
ー
ト
バ
イ
・
原
付
自
転
車

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
生
活
課
（
担
当
・
片
山
）

☎
32
‐
６
７
０
３

特
殊
ご
み
の
受
入

　

国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教
育

ロ
ー
ン
」
は
、
大
学
、
短
大
、
専
門
学
校

等
の
学
生
が
入
学
時
や
在
学
中
に
必
要
と

さ
れ
る
資
金
を
融
資
す
る
公
的
な
融
資
制

度
で
す
。

●
融
資
額　

　

学
生
・
生
徒
1
人
あ
た
り

　
　
　
　
　

２
０
０
万
円
以
内

●
用
途

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

　

ア
パ
ー
ト
の
敷
金
・
家
賃
な
ど

　
　

国
の
教
育
ロ
ー
ン

●
利
率　

　

年
2
・
45
％（平

成
18
年
6
月
9
日
現
在
）

●
返
済
期
間

　

10
年
以
内

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

国
民
生
活
金
融
公
庫 

武
生
支
店

☎
０
７
７
８
‐
23
‐
１
１
３
３

　

町
の
教
育
委
員
会
委
員
長
の

永
井
智
海
氏
が
平
成
18
年
10
月
5
日
を

も
っ
て
委
員
長
職
を
退
任
さ
れ
た
た
め
、

新
た
に
大
同
保
氏
が
委
員
長
に
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
井
智
海
氏
が
教
育
委
員
会
委

員
と
し
て
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
教
育
委
員
会
事
務
局(

担
当
・
鳥
井)

☎
32
‐
６
７
０
９

町
教
育
委
員
会
委
員　
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e-Tax インターネットで申告･納税e-Tax インターネットで申告･納税

　国税電子申告・納税システム(e-Tax)は、国税に関する各種手続（①所得税、法人税、
消費税、酒税及び印紙税の申告、②全税目の納税、③申請・届出等）が自宅やオフィス
からインターネット等を通じて行うことができ、税務署などに何度も出かける必要がな
くなります。
　特に源泉所得税の毎月納付や消費税の毎月申告など、利用回数の多い手続には大変便
利です。
　また、e-Taxの開始届出手続はインターネットを利用してオンラインで行えます。

●国税電子申告・納税システム(e-Tax)はこんなことが大変便利

●「e-Tax」をご利用いただくための３つのステップ
ステップ①

▲  

開始届出書を所轄の税務署にインターネットを通じて提出してください
　　　　　　（書面での提出もできます）。
ステップ②

▲

 税務署から利用者識別番号等の通知書とe-TaxソフトのCD-ROMが送付
　　　　　　  されます。
ステップ③

▲

 e-Taxを利用する際に必要な電子証明書等を登録してください。

　 e-Taxをご利用の際には、事前に電子証明書の取得が必要となります。
・電子証明書は町住民生活課で発行(有料)しています。
・電子証明書読み取りのICカードリーダライタ(有料)等が必要となります。

※お問い合わせ先　敦賀税務署　☎２２-１０１０　e-Taxホームページ　http://www.e-tax.nta.go.jp
　　　　　　  　　(電子証明書に関することは　町住民生活課　☎３２－６７０３)

１
１
９
番
の
日

　

11
月
9
日
は「
１
１
９
番
の
日
」で
す
。

　

こ
れ
は
、
皆
さ
ん
と
消
防
と
の
結
び

つ
き
を
象
徴
す
る
ダ
イ
ヤ
ル
ナ
ン
バ
ー

に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
昭
和
62
年
に
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
正
し
い
１
１
９
番
の
か

け
方
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

・
火
事
な
の
か
、
救
急
車
や
救
助
が
必

　

要
な
の
か
を
告
げ
る
。

・
場
所
を
は
っ
き
り
告
げ
る
。

・
近
く
の
目
標
物
を
告
げ
る
。

・
火
事
の
場
合
、
何
が
燃
え
て
い
る
か

　

を
告
げ
る
。

・
救
急
や
救
助
の
場
合
は
、
ど
の
よ
う

　

な
状
態
か
を
告
げ
る
。

・
通
報
者
の
名
前
、
連
絡
先
を
告
げ
る
。

●
火
事
、
救
助
等
の
情
報
の
確
認
方
法

　
〈
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
〉

　
　

☎
22
‐
９
９
９
９

　
〈
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
〉

　
　

９
チ
ャ
ン
ネ
ル(

消
防
チ
ャ
ン
ネ
ル)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

美
浜
消
防
署　

☎
32
‐
１
４
２
０

119番は火事･救急･救助の
専用ダイヤルです

正しく伝えよう119番
あわてず早く正確に

秋季火災予防運動
　11月9日(木)～11月15日(水)までの１週間、
全国一斉に『秋季火災予防運動』が実施されます。
　今一度、皆さんのご家庭、職場の「火災予防」に
心掛けるようお願いします。

平成18年度全国統一防火標語

「消さないで　あなたの心の　注意の火」

※お問い合わせ先　美浜消防署　☎３２‐１４２０


